
໐



 

拼
ᅡ

শ
ํ

挻
化

修
繕

計
画

（
2�

��
ফ

�া


定
）

○
໐




が
拻

৶
す

る



に

架
ऊ

る
শ

ํ
挻

化
修

繕
計

画
ৌ

拺
拼

ᅡ
म

、
ਠ


ڭ

ڬ
�拼

と
な

っ
て

उ
り

ま
す

。
こ

の
अ

ठ
૦

ਝ


ڱ
ڬ

ফ
ਰ


を

৽
ૌ

す
る

高
ೡ

化
拼

ᅡ
म

ڳ
拼

द
全

৬
の

ڳ
％

द
す

。

○
০


ڮ

ڬ
ফ


に

म
૦

ਝ


ڱ
ڬ

ফ
ਰ


を

৽
ૌ

す
る

拼
ᅡ

म
全

৬
の

ڴ
ڭ

％
द

ँ
る

ڴ
ڭ

拼
と

な
り

、


捠
に

高
ೡ

化
拼

ᅡ
が

ੜ
大

し
ま

す
。

掕
全

ਙ
൧


ય

ী
શ

拼
ᅡ

ਯ
の

સ
়

○
掕

全
ਙ

の
པ


及

び


拤
的

な



拻

৶
に

ঢ়
す

る
基

ম
的

な
্

拏
と

と
ु

に
、

予
防

的
な

修
繕

ಉ
の

ৰ


を
ජ

ೲ
す

る
こ

と
に

よ
り

、
修

繕
・

架
替

え
に

係
る

事
業

費
の

大
規

模
化

及
び

高
コ

ス
ト

化
を

回
避

し
、

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

（
LC

C）
の

縮
減

を
図

り
ま

す
。

○
掕

全
২

の
པ


の

基
ম

的
な

্
拏

 
掕

全
২

の
པ


に

ण
い

て
म

、
拼

ᅡ
の

架
ਝ

ফ
২

ृ
য়

地


੯
ಉ

を
ે

ী
અ

ൟ
し

て
ৰ


す

る
と

と
ु

に
、

ਨ
ਲ





੨

拼
ᅡ

ਡ
ਫ਼

ঐ
ॽ

গ
॔

ル
（

੧
）

（
ਨ

ਲ



挢

ও
থ

ॸ
ॼ

থ
ス

ভ
৮

）
に

基
त

い
て

定


的
（

ڱ
ফ

に
ڭ

回
）

に
ৰ


し

、
拼

ᅡ
の

措
ം

を
拱


に


ৄ

し
ま

す
。

○


拤
的

な



拻

৶
に

ঢ়
す

る
基

ম
的

な
্

拏
 

拼
ᅡ

を
拖

捆
な

૾
拟

に
保

ण
ञ

め
、


拤

的
な




拻
৶

と
し

て
、

ঃ
ト

ট
ー

ル
、

捲


な
न

の
ৰ


を

ජ
ೲ

し
ま

す
。

○
ਨ

ਲ





੨
拼

ᅡ
拻

৶
३

ス
ॸ

ム
の

%0
6に

よ
る

と
大

規
模

拙
修

・
ಌ

ৗ
द

म
、

০


6�
ফ


द

৺
��

2


、
予

防
保

全
द

म
৺

�5



द

ँ
り

、
৺

5�



（

৺
�સ

捪
）

の
縮

減
が

ৄ


ま
ो

ま
す

。

○
໐




が
拻

৶
す

る



に

架
ऊ

る
শ

ํ
挻

化
修

繕
計

画
ৌ

拺
拼

ᅡ
に

、
ಸ


に

ೈ
઼

を


ङ
स

ऌ
「

⋞
」

判
定

の
拼

ᅡ
म

૮
ऎ

、
拱


ೈ

઼
段

階
の

「
⋝

」
判

定
が

6％
、

予
防

保
全

段
階

の
「

Ⅱ
」

判
定

が
52

％
を

占
め

る
結

果
と

な
っ

て
い

ま
す

。
○

構
造


の

ਃ
ચ

に
੍

揃
が

ে
ग

て
い

な
い

 Ҧ
⋛

ҧ判
定

 म
全

拼
ᅡ

の
�2

�
を

占
め

る
結

果
と

な
っ

て
い

ま
す

。
建
設
後
5
0
年
以
上
の
橋
梁
数
の
割
合

上
部
工
種
類
別
及
び
材
料
別
橋
梁
数
の
割
合

橋
長
別
橋
梁
数
の
割
合

○
こ

の
よ

अ
な

背
景

ऊ
ै

、
০


、

ੜ
大

が
ৄ


ま

ो
る

拼
ᅡ

の
修

繕
・

架
替

え
に

ਏ
す

る
৽

費
に

ৌ
し

、
૭

ચ
な

拘
り

コ
ス

ト
縮

減
ष

の


り
ੌ

ा
が

ਂ
૭

ಳ
द

ँ
る

と
અ

え
ै

ो
ま

す
。

○


挢
ઐ

ৢ
の


全

ਙ
を

ન
保

す
る


द

、


挢
拻

৶


म
こ

ो
ま

द
の

事


的
な

ৌ
ૢ

ऊ
ै

、
計

画
的

ऊ
ण

、
予

防
的

な
ৌ

ૢ
に

ૡ
ఌ

を
図

り
、

শ
ํ

挻
化

に
よ

る
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
り

ま
す

。

○
計

画
策

定
担

当
部

署
ਨ

ਲ


໐



 

૦
ਝ

挜
 

土
木

૦
ണ

グ
ル

ー
プ

 
7(
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��
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��
2�

2�

○
ਔ

ৄ
を

ല


し
ञ

৾
掟

৽
挧


ಉ

の
掭

挋
ੴ

掟
を

થ
す

る


   
 ব

য়
研

究
৫


১

য
 

土
木

研
究

所
 

 寒
地

土
木

研
究

所
 

寒
地

基
礎

技
術

研
究

グ
ル

ー
プ

 
寒

地
構

造
チ

ー
ム

背
景

・
目

的

掕
全

২
の

པ


及
び


拤

的
な




拻
৶

に
ঢ়

す
る

基
ম

的
な

্
拏

ৌ
拺

拼
ᅡ

の
修

繕
費

৷
に

ঢ়
す

る
基

ম
的

な
্

拏
及

び
捓

果

修
繕

計
画

策
定

担
当

部
署

及
び

ਔ
ৄ

ല


し
ञ

৾
掟

৽
挧



ৌ
拺

拼
ᅡ

の
掕

全
ਙ

6
0年

間
で

約
5
7億

円
の

コ
ス

ト
削

減

  
2
02
0
年

度
 

7
橋

（
7
％

）
 

 

2
0
4
0
年

度
 

8
1
橋
（

8
1
％

）
 

 

 
 

2
02

0
年

度
現

在
（

平
均

経
年

3
8
年
）

 
 

 
 

 
 

 
 

2
0
40

年
度

（
平

均
経

年
5
8
年

）
 

 

上
部

工
種

類
別

橋
梁

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

上
部

工
材

料
別

橋
梁
数

の
割

合
 

 

橋
長

別
橋
梁

数
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

橋
長
別

橋
梁
数

の
割
合

 

 

Ⅰ
構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
な
い
状
態
。

Ⅱ
構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
な
い
が
、
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
状
態
。

Ⅲ
構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
期
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
。

Ⅳ
構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
、
又
は
生
じ
る
可
能
性
が
著
し
く
高
く
、
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
。


